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ワクチンパスポート

言論統制・情報の検閲
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ロックダウン・
　　　国民の監視

具体的な治療法の義務化

ワクチンの義務化

WHO

世界ではWHO脱退する動きがどんどん加速しています！

パンデミック条約
　緊急の名のもと、WHOが
法的拘束力で一方的に指示強
制可能な条約(合意)です。

とは？

何が問題なのか？
　世 界 保 健 機 関 （ W H O ） は 各 国 に 公 衆 衛
生 に 関 わ る 勧 告 を す る 組 織 で す 。 し か し
 �新 型 コ ロ ナ パ ン デ ミッ ク 対 策 を m R N A ワ
ク チ ン で 進 め 、 大 き な 失 敗 を し た の に も
か か わ ら ず 、 新 た な 法 的 拘 束 な ど を 伴う 条
約 の 制 定 を 進 め て い ま す 。 そ れ が 国 際 保
険 規 則 （ I H R ） 改 悪 と パ ン デ ミ ッ ク 条 約 
（ 合 意 ） で す 。パ ン デ ミ ッ ク 時 に 国 家 主 権
や 人 権 の 侵 害 、 ワ ク チ ン パ ス ポ ー ト や ワ
ク チ ン 接 種 の 義 務 / 強 制 、 言 論の 取 り 締 ま
り な ど が 改 定 に 含 ま れ 、 枠 組 み だ け で 中
身 は 不 透 明 な ま ま 様 々  な 条 約 の 変 更 が 行
わ れ てい ま す 。 こ の 条 約 （ 合 意 ） 改 訂 規 定
は R 7 ・ 4 月 W H O 加 盟 国 で 合 意 さ れ て し ま
い ま し た 。 我 々  国 民 に は知 る 権 利 が あ り ま
す が 、 こ れ だ け の ひ ど い 条 約 に も か か わ
ら ず 、 国 民 の 知 ら な い と こ ろ で 強 引 に 合
意し た 事 で 、私たちの 残 さ れ た 選 択 は 早 急
に 、【 W H O か ら の 脱 退 】 を 宜 言 し 、 国 民 1
人 1 人 が そ の 危 険 性 に 気 が つき 声 を あ げ る
必 要�が�あ�り�ま�す�。

　WHOにビル＆メリンダ財団やワククチン関連団体がアメリカやドイツより多い資金を提供し、利益相反のもと
で発言がWHO政策に影響力を持っていることから、この条約の規定の経緯と信憑性に不信や疑念が募ります。
『ワンヘルスワンワールド』とは『公衆衛生全体主義』につながり、国の主権を超える強い権限をWHOに与える
と言う、あってはならない内容です。アメリカやその危険性に気がついた国が今、続々と脱退しています。日本
は、この危険性を公にするどころか私たちには知らせず、水面下で推進し、条約と歩調を合わせた国内の法整備
を閣議決定を通さずに行われたものもあり、国民の反対意見も無視。その内容も私たちは知ることができず、選
挙で選んでもいない人が勝手に国家主権を超えてしまう可能性のある条約(合意)がされ、日本国民の人権と権利を
侵害する条約(合意）である事は多くの国民が知らない事実です。私たちは【WHO脱退】が唯一、残された道とな
りました。多くの人にこの事実を知ってもらうことが今とても重要です。

WHOテドロス・アダノムと
ビル＆メリンダゲイツ財団

GHF
◉ホームページ

※詳しくは上記のQR動画をご覧ください
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一般社団法⼈ ガーディアンズフォーヘルアンドフリーダム
◉無料会員登録
◉ご寄付の協力
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